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脳卒中の医療体制構築に係る現状把握のための指標
●国の作成指針で示された指標　　■県独自で追加した指標　 ※ 循環器病対策全体のロジックモデルは「高知県循環器病対策推進計画」に掲載（本計画では脳卒中医療提供体制に係る指標のみ掲載）

■禁煙外来を行っている医療機関数 (R2) ●神経内科医師数 (R2)

安芸 中央 高幡 幡多 県計 安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国 高知県 全国

医療機関数 8 76 3 10 97 数 － 28 － － 28 5,758 数 32 2,918

10万人対 18.4 14.7 5.9 12.5 14.1 10万人対 － 5.4 － － 4.1 4.6 10万人対 4.8 2.3

●特定健診実施率 (R3) ●脳神経外科医師数 (R2)

高知県 53.7%　　全国 56.2% 安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国 高知県 （10万人対） 全国 （10万人対）

●特定保健指導実施率 (R3) 数 7 56 2 7 72 7,349 理学療法士 1,309 (189.7) 100,965 (80)

高知県 24.4%　　全国 24.7% 10万人対 16.1 10.9 3.9 8.8 10.4 5.8 作業療法士 650 (94.2) 51,056 (40.4)

●脳卒中の専門病室を有する病院数 (R3) 言語聴覚士 276 (40) 17,905 (14.2)

安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国

数 0 3 0 0 3 193 ●両立支援コーディネーター基礎研修の受講者数 (R4)

10万人対 0 0.6 0 0.0 0.4 0.2 高知県 全国

●脳卒中の専門病室を有する病床数 (R3) 数 71 12,087

安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国 10万人対 10.5 9.7

数 0 28 0 0 28 1,577

10万人対 0 5.4 0 0 4.1 1.3

●t-PA製剤による血栓溶解療法の実施可能な医療機関数（R5.6）

安芸 中央 高幡 幡多 県計

数 1 7 0 1 9

52.4% 安芸 高幡 幡多 県計

数 8 7 16 121

●脳卒中患者の重篤化を予防するためのケアに従事している看護師数 (R4)

高知県 全国

数 32 2,918

10万人対 4.8 2.3

●喫煙率（R4） ●脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解療法実施件数 (R3)

男性：27.0％　女性：6.4％ 安芸 中央 高幡 幡多 県

■収縮期血圧130mmHg以上の人の割合（40歳以上） (R4) 52.0% 13 153 0 44 210 日数

男性：56.3%　女性：59.6% 31.0 30.1 0 56.8 31.1  28.5％
■脂質(LDLコレステロール)高値の人の減少 (R4)

男性：9.5％　女性：7.1％ 高知県 42.0分　　全国 42.8分 安芸 中央 高幡 幡多 県 20.5点

●高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率 (R2) － 117 0 13 130 ■発症90日後のmRS (R3)

高知県 211.8　　全国 215.3 － 23 0 16.8 19.2

●脂質異常症患者の年齢調整外来受療率 (R2) ●くも膜下出血に対する脳動脈瘤クリッピング術の実施件数 (R3)

高知県 51.1　　全国 67.7 安芸 中央 高幡 幡多 県 ■回復期リハビリテーション病棟からの在宅復帰率 (R4)

－ 40 － － － 77.2%

(R4)　44.0% － 7.9 － － －

■脳血管疾患発症者数 （R4） ●くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術の実施件数 (R3)

3,048人 安芸 中央 高幡 幡多 県

■脳血管疾患受療率 (R2) － 21 － － －

高知県 全国 － 4.1 － － －

入院 214 98 ■病院到着からt-PA療法開始までの時間が60分以内の割合 (R4)

外来 130 59 51.7%

●脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数（R3）

安芸 中央 高幡 幡多 県 全国 高知県 47.3%　　全国 55.2%

件数 32,921 545,583 18,642 98,869 696,015

10万人対 1,950 4,907 1,509 5,798 102,771 61,392

●脳卒中の年齢調整死亡率 (R3)

予　　　防 救　　　護 急　　性　　期 回復期・維持期 再発・重症化予防

■日本リハビリテーション医学会専門医数 (R5)

全国

16,158
12.8

●理学療法士、作業療法士、言語聴覚士のそれぞれの人数 (R2)

■脳卒中患者における地域連携パスの利用率 (R4) ●脳血管疾患等リハビリテーション病棟入院料（Ⅰ～Ⅲ）の届出医療機関数 (R5.10)

中央

90

■発症から回復期リハビリテーション病棟入棟/退棟までの日数 (R4)

発症から入棟まで 発症から退棟まで

件数 28.1 116.1

10万人対

●脳梗塞に対する脳血管内治療(経皮的脳血栓回収術等)の実施件数 (R3)

件数

10万人対

■心原性脳塞栓症患者における心房細動合併者で治療中の割合 件数

10万人対

件数

10万人対

●在宅等生活の場に復帰した患者の割合 (R2)

高知県 全国

脳血管疾患年齢調整死亡率 男性：110.00　女性：57.57 男性：97.66　女性：57.42

脳梗塞年齢調整死亡率 男性：65.23　女性:31.23 男性：55.04　女性：30.08

脳出血年齢調整死亡率 男性：34.55　女性:16.17 男性：32.74　女性：16.77

くも膜下出血年齢調整死亡率 男性：8.27　女性:9.41 男性：7.28　女性：8.84

●脳卒中の発症から受診までが4.5
時間以内の割合 (R4)

■脳卒中発症患者の
うち再発の者の割合
(R4)

■救急要請から病院到着までに要し
た平均時間 (R3)

■回復期リハビリテーション病棟入棟時から退棟時までの
FIM利 (R4)

０：11.5％　１：12.1％　２：20.6％　３：15.3％
４：27.0％　５：13.0％　６：0.5％
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●国の作成指針で示された指標　　■県独自で追加した指標　 ※ 循環器病対策全体のロジックモデルは「高知県循環器病対策推進計画」に掲載（本計画では心血管疾患医療提供体制に係る指標のみ掲載）

■禁煙外来を行っている医療機関数 (R2)

安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国 安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国計

数 8 76 3 10 97 16,158 数 0 20 0 1 21 3,222 高知県 全国

10万人対 18.4 14.7 5.9 12.5 14.1 12.8 10万人対 0 3.9 0 1.3 3.0 2.6 数 4 503

●特定健診実施率 (R3) ■心臓血管外科専門医数（R5.4） 10万人対 0.6 0.4

高知県 53.7%　　全国 56.2% 高知県 全国計 ●心不全緩和ケアトレーニングコース受講者数 (R4)

●特定保健指導実施率 (R3) 数 18 2,557 高知県 全国

高知県 24.4%　　全国 24.7% 10万人対 2.7 2.1 数 8 1,180

●循環器内科医師数 (R2) 10万人対 1.2 0.9

安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国計 ■心臓リハビリテーション指導士数 (R5.2)

数 4 85 2 9 100 13,026 高知県 全国

10万人対 9.2 16.5 3.9 11.3 14.5 10.4 数 39 7,022

■心血管カテーテル治療専門医数 (R5.5) 10万人対 5.5 5.6

安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国計 ■心不全療養指導士数 (R5)

数 0 11 0 0 11 4,701 39人

10万人対 0 2.2 0 0 1.6 3.8

●心臓内科系集中治療室（CCU）を有する病院数/病床数 (R3)

高知県 (10万人対) 全国 (10万人対)

病院数 2 0.4 258 0.2

病床数 8 1.2 1,584 1.3 

●心臓血管手術（冠動脈バイパス術）が可能な医療機関数 (R5)

安芸 中央 高幡 幡多 県計

病院数 0 4 0 0 4

●冠動脈造影検査・治療が実施可能な病院数 (R2)

安芸 中央 高幡 幡多 県計

病院数 - 11 0 1 -

●大動脈バルーンパンピング法が可能な医療機関数 (R5.7)

安芸 中央 高幡 幡多 県計

病院数 1 13 0 1 15

安芸 中央 高幡 幡多 県計

機関数 1 8 3 3 13

●喫煙率（R4） ●外来心血管疾患リハビリテーション実施件数 (R3)

男性：27.0％　女性：6.4％ 1時間19分 安芸 中央 高幡 幡多 県計

7件 ■急性心筋梗塞に対する経皮的冠動脈形成術手術件数 (R3) 件数 － 482 － － 482  27.9%
安芸 中央 高幡 幡多 県計 10万人対 － 88.6 － － 64.5

高知県 10.5%　　全国 13.8% 件数 48 938 0 59 1,045

■収縮期血圧130mmHg以上の人の割合（40歳以上） (R4) (R4) 3時間4分 10万人対 114.4 184.6 0 76.2 154.5

男性：56.3%　女性：59.6% ●救急要請から病院到着までに要した平均時間 ●虚血性心疾患に対する心臓血管外科手術件数 (R3)

■脂質(LDLコレステロール)高値の人の割合 (R4) (R3) 安芸 中央 高幡 幡多 県計

男性：9.5％　女性：7.1％ 高知県 42.0分　　全国 42.8分 件数 0 40 0 0 40

●高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率 (R2) 10万人対 0 7.9 0 0 5.9

高知県 211.8　　全国 215.3 ■急性心筋梗塞治療センターにおける再灌流療法実施率

●脂質異常症患者の年齢調整外来受療率 (R2) 90.70%

高知県 51.1　　全国 67.7 ●心筋梗塞に対する来院後90分以内冠動脈再開通割合 (R3)

■急性心筋梗塞の発症者数 安芸 中央 高幡 幡多 県計

- 11 209 0 25 245

■虚血性心疾患受療率 (R2) － 118 0 18 －

高知県 全国 － 56.5% 0 72.0% －

入院 18 9

外来 46 42 ●入院心疾患リハビリテーション実施件数 (R3) ●在宅等生活の場に復帰した患者割合(%) (R2)

安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国 安芸 中央 高幡 幡多 県計 全国

件数 610 17,152 1,628 606 19,996 ー 94.2 ー 71.8 91.8 93.4

10万人対 1,454 3,376 3,338 782 2,957 2,713

●心血管疾患の年齢調整死亡率　(R3)

心筋梗塞等心血管疾患の医療体制構築に係る現状把握のための指標

予　　　防 救　　　護 急　　性　　期 回復期・維持期 再発・重症化予防

●心臓血管外科医師数（R2）

●心血管疾患リハビリテーションが可能な医療機関数（R5.7)

■急性心筋梗塞治療センターD2B（各施設の平均値の中央値）(R4)

冠動脈再開通件数

うち90分以内件数

割合

高知県 全国

虚血性心疾患年齢調整死亡率 男性:85.90  女性:30.80 男性：75.81  女性：30.82

急性心筋梗塞年齢調整死亡率 男性:66.44　女性:21.57 男性：33.30　女性：14.26

心不全年齢調整死亡率 男性：96.01　女性：56.56 男性：74.69　女性：52.31

大動脈瘤及び解離年齢調整死亡率 男性：35.58　女性：21.49 男性：18.00　女性：11.23

●慢性心不全看護認定看護師、心不全看護認定看護師の人
数 (R4)

●心肺機能停止傷病者全搬送人員のうち、一般市
民により除細動が実施された件数 (R3)

■心不全患者の再入院
率 (R3.10)

■メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減少率
（平成20年度比） ■急性心筋梗塞の発症から急性心筋梗塞治療セン

ター到着までの時間（各施設の平均値の中央値）
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糖尿病の医療体制構築に係る現状把握のための指標   ●国の作成指針で示された指標　　　■県独自で追加した指標

●糖尿病専門医が在籍する医療機関数（人口10万人当たり）

（R5.8 日本糖尿病学会） （R5.8 日本腎臓学会）

安芸 中央 高幡 幡多 県計 安芸 中央 高幡 幡多 県計

0 4.6 2.1 2.6 3.9 0 3.2 0 1.3 2.5

●糖尿病療養指導士が在籍する医療機関数（人口10万人当たり） ●歯周病専門医が在籍する医療機関数（人口10万人当たり）

（日本糖尿病療養指導士認定機構） （R5.8 日本歯周病学会）

安芸 中央 高幡 幡多 県計 安芸 中央 高幡 幡多 県計

9.7 5 2.1 3.9 4.9 0 0.79 0 0 0.60 

●１型糖尿病に対する専門的治療を行う医療機関数（R３年度NDB）

　県 ７

●妊娠糖尿病・糖尿病合併妊婦に対する専門的治療を行う医療機関数 　県 42

　（R3年度NDB） ●糖尿病性腎症に対する専門的治療を行う医療機関数（人口10万人当たり）

　県 ６

●糖尿病足病変に対する専門的治療を行う医療機関数（人口10万人当たり）

　県 11

●眼底検査の実施割合（R3年度NDB）

　県 0.36

　県 0.96 ●尿中アルブミン・蛋白定量検査の実施割合（R3年度NDB）

●インスリン治療の実施割合（R3年度NDB) 　県 0.15

　県 0.087

■糖尿病性腎症重症化予防プログラムによる未治療ハイリスク者のうち ●クレアチニン検査の実施割合（R3年度NDB）

　治療開始の割合（R3年度保健政策課） 　県 0.9

　県 35.5% 

  14,027人 ■糖尿病性腎症重症化予防プログラムによる治療中断者のうち治療再開 ■糖尿病性腎症透析予防強化プログラムを実施する市町村数（R5保健政策課）

　の割合（R3年度保健政策課） 　県 11市町村

　県 68.7% 

■糖尿病性腎症による新規人工透析導入患者の平均年齢（R3日本透析学会）

●糖尿病透析予防指導もしくは糖尿病合併症管理の実施割合（R3年度NDB)

　県 0.0052

●外来栄養食事指導の実施割合（R3年度NDB)

　県 0.043

■特定健診受診者で、糖尿病治療中のうち、HbA1ｃ8.0％以上の人の割合（R2年度特定健診結果（市町村国保・協会けんぽ））

　県　男性11.4％　女性10.4％

■医療圏ごとの外来栄養食事指導SCR（R2年度経済・財政と暮らしの指標）

安芸 中央 高幡 幡多 県計

35.1 96.4 15.8 26.7 76.6

●治療が必要な糖尿病網膜症の発生（糖尿病患者１年当たり）

（R３年度NDB）

　県 0.014

●治療継続者の割合（国民健康・栄養調査）

●糖尿病腎症による新規人工透析導入患者数（2018～2022日本透析医学会）

H29 H30 R1 R2 R3

120 127 125 104 122

16.8 18 17.9 15 17.8

（NDB)

県 全国

男 23.2 14,7

女 11.7 7.3

糖尿病の予防 糖尿病の治療・重症化予防 糖尿病合併症の発症予防・治療・重症化予防

●腎臓専門医が在籍する医療機関数（人口10万人当たり）

●糖尿病網膜症に対する専門的治療を行う医療機関（人口10万人当たり）

（R3年度NDB）

（R3年度NDB）

●年齢調整外来受療率（人口10万人あたり）

  （高知県）82.5（全国）92.0(R2年度NDB)

●HbA1cもしくはGA検査の実施割合(R3年度NDB)

　県　男性69.53歳　女性74.94歳

●糖尿病が強く疑われる者の数　36,065人 ●糖尿病治療を主にした入院の発生（DKA・昏睡・低血糖などに限定）

　糖尿病が強く疑われる者の割合　12.1% （糖尿病患者１年当たり）（NDB)

●糖尿病予備群の者の数　40,716人

　糖尿病予備群の者の割合　13.8％

●重症低血糖の発生（糖尿病患者１年当たり）（R３年NDB) 年

　県 0.0065 実数

10万人対

●特定健康診査での受診勧奨により実際に医療機関へ受診した糖尿病未治療患者の割合(厚生労働省提供資料）

●糖尿病患者の下肢切断の発生（糖尿病患者１年当たり）

●年齢調整死亡率（人口10万人対）(R3年人口動態調査)

●特定健診受診率53.7％

●特定保健指導実施率24.4％

R3年度厚労省「特定健康診査・特定保健指導に関するデータ」（都道府
県別一覧）

■１日１回以上健康パスポートアプリを利用している人数（月平均人
数）(R5.10保健政策課）

※R2年度特定健診結果（市町村国保、協会けんぽ）から推計
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救急医療の医療体制構築に係る現状把握のための指標　　　　●国の作成指針で示された指標　　　■県独自で追加した指標

●救急救命士の数（R4.4時点）　（令和４年版 救急・救助の現況） ●救命救急センターの数（県調べ）(令和５年８月現在） ●二次救急医療機関の数 (令和５年４月現在）　県調べ ●初期救急医療体制に参画する病院の数

高知県 安芸 中央 高幡 幡多 高知県 安芸 中央 高幡 幡多 高知県 安芸 中央 高幡 幡多

320 41 170 51 58 3 0 3 0 0 12 1 7 1 3

●AEDの設置台数（一般財団法人日本救急医療財団　AED設置場所検索）　　令和５年８月現在/3,640台　　 ■ドクターヘリ・ドクターカー出動件数(県調べ) R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 （令和２年度医療施設調査）

●住民の救急蘇生法講習の受講率（R3）　(令和４年版　救急・救助の現況）（R3）33.8人/１万人当たり 高知県 41 41 41 41 17 17 17 17 ※　３年毎の静態調査

●救急医療協議会開催回数　　（R3) １回→（R4) ０回→（R5）１回 安芸 3 3 3 3 3 3 3 3

●救急救命士が同乗している救急車の割合（R4.4.1現在）（令和４年版　救急・救助の現況） 令和３年度 631 372 110 149 中央 32 32 32 32 ※5 ※5 ※5 ※5

救急隊総数 常時運用隊数 比率 全国 ※（　）内はR3.4.1の数値 令和４年度 587 399 106 82 高幡 3 3 3 3 5 5 5 5

48（48） 44（43） 91.7%（89.6%） 93.2％（92.8%） 幡多 3 3 3 3 9 9 9 9

●救急車の稼働台数　（令和４年版　救急・救助の現況）　（R4.4.1時点）73台 令和３年度 令和４年度

●救急車による傷病程度別救急患者搬送人員（R3）　（令和４年版　救急・救助の現況） ※（）内はR2の数値 63 110

死亡 重症 中等症 軽症 その他 計 120 122

件数 635（633） 5,659（5,553） 14,863（14,512） 15,858（15,158） 154（191） 37,169（36,047） ※R2→R3　軽症者700人増 100 117

％ 1.7（1.8） 15.2（15.4） 40.0（40.3） 42.7（42.1） 0.4（0.5） 100（100） 283 349

全国％ 1.5（1.5） 8.5（8.7） 45.2（44.3） 44.8（45.6） 0.0（0.0） 100（100）

●救急出場件数及び搬送人員の推移（救急・救助の現況） ■救命救急センター救急車搬送人員数と重篤患者数（令和３年度）

令和２年 令和３年 重篤患者数 割合（％）

救急出場件数 39,022 40,212 ※R2→R3 1,190人増 987（1,223） 17.5（20.0）

搬送人員 36,047 37,169 ※R2→R3 1,122人増 774（1,144） 27.9（28.5）

■情報提供体制（救急医療情報センター調べ） 1,567（1,772） 24.8（28.0）

■インターネット閲覧状況 （三病院救命救急センター連絡協議会資料）

令和４年度 ※（）内はH29の数値

207,827

■電話照会件数

令和４年度

総件数 44,076

小児科 12,333

内科 15,781

整形外科 4,594

■救急告示病院の応需情報入力率（令和４年度）

入力率 医療機関数

80%以上 40

60%以上80%未満 0

30%以上60%未満 0

30%未満 1

●心肺機能停止傷病者全搬送人員のうち、一般市民により除細動が実施された件数　（救急・救助の現状） ●高知県の救命救急センターの充実度評価Aの割合（令和４年度評価）

令和３年 Ａ（Ａ）

7 Ａ（Ａ）

Ａ（Ａ）

■ＪＰＴＥＣ（病院前外傷教育研修）受講人数（県調べ） 100%（100％） 高知県 533 69 13%

年度 令和４年 ※（）内はH23年の数値 中央 402 56 14%

受講人数 19 安芸 34 5 15%

■救急搬送のうち救命救急センターへの搬送割合(転院搬送除く)　（救急搬送における医療機関の受入れ状況等実態調査） 高幡 39 - 0%

■医療機関への収容所要時間別搬送人員（R3）　（令和４年版　救急・救助の現況） ※（　）内はR2の数値　 令和２年 令和３年 幡多 58 8 14%

31,806 32,715 全国 102,612 13,872 14%

12,298 13,223 令和２年度医療施設調査（３年毎の静態調査）

38.7 40.4 

人数 23,604（22,748） 1（4） 755(806) 6,865（6,402） 14,890（14,357） 1,061（1,134） 32（40）

割合 100%（100％） 0.0%（0.0％） 3.2％（3.5％） 29.1%（28.1%） 63.1%（63.1%） 4.5%（5.0％） 0.1%（0.2％）

人数 13,565（13,299） 0（2） 21（23） 820（802） 9,017（8,881） 3,554（3,454） 153（137）

割合 100%（100％） 0.0%（0.0％） 0.2%（0.2％） 6.0%（6.0%） 66.5%（66.8%） 26.2%（26.0%） 1.1%（1.0%）

■救急車の現場到着所要時間（分）(消防本部別）　　（救急年報、救急・救助の現況）

全国平均 県平均 室戸市 中芸 安芸市 香南市 香美市 南国市 嶺北 高知市 仁淀 高吾北 土佐市 高幡 幡多中央 幡多西部 土佐清水

令和３年 9.4 9.5 12.6 9.9 10.7 9.0 8.0 9.8 13.8 9.1 7.9 11.2 6.7 9.6 10.4 10.6 10.2 

●救急車で搬送する病院が決定するまでに、要請開始から30分以上、あるいは４医療機関以上に要請を行った件数、及び全搬送件数に占める割合（受入れ困難事例）

現場滞在時間区分ごとの件数(重症以上）(R3)　（令和３年中　救急搬送における医療機関の受入状況実態調査）　※（　）内はR2の数値　

■医療機関に受入の照会を行った回数ごとの件数（重症以上）(R3)　（令和３年中　救急搬送における医療機関の受入状況実態調査）　※（　）内はR2の数値　

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

18（22） 15（2） 5（2） 3（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

●救急車の病院収容時間(分)　（救急・救助の現況） ■管外搬送件数及び搬送率の推移　（救急・救助の現況）

令和３年 令和３年

県平均 42.0 管外搬送件数 13,565

全国平均 42.8 管外搬送率 36.5%

■病院収容時間(分)と管外搬送率（消防本部別）　（救急年報、救急・救助の現況）

全国平均 県平均 室戸市 中芸 安芸市 香南市 香美市 南国市 嶺北 高知市 仁淀 高吾北 土佐市 高幡 幡多中央 幡多西部 土佐清水

令和３年 42.8 42.0 69.2 54.4 44.6 44.3 45.3 36.6 52.5 35.7 42.0 53.5 39.3 53.7 46.3 40.2 49.7 

R3管外搬送率(%) 17.4 36.5 99.3 76.6 29.2 84.9 86.8 59.3 46.4 5.7 81.8 56.3 59.2 53.3 74.0 2.3 35.2 

一般市民により心肺機能停止の時点が目撃された心原性の心肺機能停止症例の一か月後の予後

病院前救護 第三次救急医療 第二次救急医療 初期救急医療 救命期後医療

ドクターカー出動回数

高知赤十字病院

高知医療センター

近森病院

合計

年間受入救急車搬送人員

高知赤十字病院 　　5,637（6,104)

高知医療センター 2,770（4,013）

近森病院 6,311（6,664）

構成比

97.6%

0.0%

0.0%

2.4%

●一般診療所のうち、初期救急医療に参画する機関の割合　　　　　　

高知赤十字病院

高知医療センター

近森病院

充実度評価Aの割合

所要時間 全体（人）

救命救急センター（人）

搬送割合（％）

15分未満
15分以上
30分未満

30分以上
45分未満

45分以上
60分未満

60分以上
90分未満

90分以上
120分未満

120分以上
150分未満

150分以上 合計 30分以上 割合 全国

2,790（2,540） 1,977（2,042） 155（214） 24（21） 6（14） 1（4） 0（0） 1（0） 4,954（4,835） 187（253） 3.8%（5.2%） 7.7%（6.1%）

1 2 3 4 合計 4件以上 割合 全国

4,002（4,066） 532（604） 185（198） 75（60） 4,835（4,954） 116（86） 2.4%（1.7％） 3.0%（4.3%）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●心肺機能停止患者の一か月後の予後　（救急・救助の現況）

令和２年 令和３年 令和３年全国

目撃者 107人 101人 26,500人

　　生存者数　／　生存率 14人／13.1％ 11人／10.9％ 2,944人／11.1％

社会復帰者数　／　復帰率 8人／7.5％ 7人／6.9％ 1,838人／6.9％

救急告示病院・診療所
病院群輪番制

（※は三次含む小児科のみ）

ドクヘリ 出動件数 現場搬送 施設間搬送
フライトキャン

セル

●緊急入院患者にお
ける隊員調整・支援
の実施件数→把握不

可一般診療所総
数

在宅当番医制
有

割合

合計
10分未満

10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

120分
以上

管内搬送

管外搬送
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周産期医療の医療体制構築に係る現状把握のための指標 ●国の作成指針で示された項目　　　■県独自で追加した項目

●医療施設に勤務する産科・産婦人科医師数 （医師・歯科医師・薬剤師統計） ●分娩取扱施設に勤務する常勤産科・産婦人科医師数（県医療政策課） ●■広告可能な小児領域専門医師数

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域  ・高次医療施設（７病院） （人）  （医師・歯科医師・薬剤師統計)

H22.12末 49 1 42 - 6 小計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 （県障害福祉課）

R2.12末 61 3 52 - 6 （人） 27 1 23 - 3

＊人口10万人当たりの産科・産婦人科医師数：6.4人（全国 8.4人）→8.9人（全国 9.5人） 30 1 26 - 3 H22.12末 3

＊出生千人当たりの産科・産婦人科医師数：8.9人（全国 9.9人）→14.9人（全国 13.9人） 36 3 30 - 3 H28.12末 4

■医療施設に勤務する小児科医師数（医師・歯科医師・薬剤師統計） 37 3 32 - 2 H30.12末 4

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域  ・一次医療施設 （人） R2.12末 4 （人）

H22.12末 100 4 81 2 13 小計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

R2.12末 104 3 84 4 13 （人） 15 - 14 - 1 ●アドバンス助産師数、新生児集中ケア認定看護師数（県医療政策課）

＊人口10万人当たりの小児科医師数：13.1人（全国 12.6人）→15.1人（全国 14.6人） 7 - 6 - 1

●就業助産師数（従事者届） 7 - 6 - 1 H29.4.1

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 6 - 5 - 1 R2.4.1 （人）

H22.12末 169 9 148 - 12 ●■高次医療施設に勤務する常勤小児科医師数（県医療政策課） （人） R5.4.1

R2.12末 196 12 169 2 13 （人） 小計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 ●災害時周産期リエゾン任命者数（県医療政策課）

＊人口10万人当たりの就業助産師数：22.2人（全国 23.5人）→28.3人（全国 30.1人） 40 3 32 - 5 産科医師 助産師

＊出生千人当たりの就業助産師数：30.6人（全国 27.7人）→48.0人（全国 45.1人） (8) (-) (8) (-) (-) H28年度 1 －
39 2 30 - 7 H29年度 1 －

●分娩を取扱う病院数（県医療政策課） (6) (-) (6) (-) (-) H30年度 3 － ●身体障害者手帳交付数（18歳未満）

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 49 2 42 - 5 R元年度 － 1 （福祉行政報告)

H19.10末 8 1 5 1 1 （8） (-) （8） (-) (-) R2年度 1 1

H29.4.1 7 1 5 - 1 54 3 45 - 6 R3年度 1 3

R3.4.1 7 1 5 - 1 （8） (-) （8） (-) (-) R4年度 － 3

R5.4.1 7 1 5 - 1 ●分娩取扱施設に勤務する常勤助産師数（県医療政策課） 合計 7 8 （人）

●■分娩を取扱う病院の産科（産婦人科）病床数（県医療政策課）  ・高次医療施設 （人） ※災害時小児周産期リエゾン養成研修（厚生労働省）受講者

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 小計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 ●ハイリスク妊産婦連携指導料１加算届出医療機関数（診療報酬施設基準）

H22.4.1 231 39 157 - 35 97 7 79 - 11 県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

H29.4.1 199 41 116 - 42 110 12 82 - 16 R2.7 4 - 3 - 1

R5.4.1 215 45 150 - 20 （床） 124 12 102 - 10 R3.9 4 - 3 - 1

●分娩を取扱う診療所数（県医療政策課） 131 10 110 - 11 R4.12 5 1 3 - 1

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域  ・一次医療施設 （人） R5.9 5 1 3 - 1

H22.4.1 13 - 12 - 1 小計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

H24.4.1 11 - 10 - 1 23 - 23 - - ●ハイリスク妊産婦連携指導料２加算届出医療機関数（診療報酬施設基準）

H24.9.1 9 - 8 - 1 22 - 20 - 2 県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

H29.4.1 10 -     9 ※1 - 1 21 - 20 - 1 R2.7 1 - 1 - -

R3.4.1 6 - 5 - 1 23 - 22 - 1 R3.9 2 - 1 1 -

R5.4.1 5 -     4 ※2 - 1 ●ＮＩＣＵ R4.12 3 1 1 - 1

※1：分娩休止施設３施設含む、※2：分娩休止施設１施設含む R5.9 3 1 1 - 1

■分娩を取扱う診療所の病床数(分娩取扱い休止中施設を除いた病床数)(県医療政策課)

県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 ●ハイリスク分娩管理加算届出医療機関数（診療報酬施設基準）

H22.4.1 198 - 182 - 16 ＊人口10万人当たりのＮＩＣＵ病床数：3.40床（H28）→ 3.49床（R2）→ 3.58床（R4） 県　計 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

H29.4.1 143(120) - 127(104) - 16(16) ＊出生千人当たりのＮＩＣＵ病床数：5.02床（出生１万対：50.2床）（H28） H24.7 5 - 4 - 1

R2.4.1 99 - 83 - 16 → 5.88床（出生１万対：58.8床）（R2）→ 6.45床（出生１万対：64.5床）（R4） H30.7 6 - 5 - 1

R5.4.1 90(71) - 74(55) - 16 （床） ●ＧＣＵ R2.7 6 - 5 - 1

●分娩を取扱う助産所数（県医療政策課） R3.9 6 1 4 - 1

H29.4 R4.12 6 1 4 - 1

R3.4 R5.9 6 1 4 - 1

R5.4 ＊人口10万人当たりのＧＣＵ病床数：3.82床（H28）→ 3.93床（R2）→ 4.02床（R4）

●院内助産所数（県医療政策課） ＊出生千人当たりのＧＣＵ病床数：5.65床（H28）→ 6.61床（出生１万対：66.1床）（R2）→ 7.26床（出生１万対：72.6床）（R4）

H29.4 ●ＭＦＩＣＵ

R5.4

●助産師外来開設施設数 （県医療政策課）

H29.4

R5.4 ＊人口10万人当たりのＭＦＩＣＵ病床数：0.42床（H28）→ 0.44床（R2）→ 0.45床（R4）

＊出産千人当たりのＭＦＩＣＵ病床数：0.61床（H28）→ 0.72床（R2）→ 0.79床（R4）

●■低出生体重児数と出生割合（人口動態統計） （人） （％）

■出生数（人口動態統計） （人） 全国

高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 2015 9.5 517 10.2 25 10.6 400 10.1 10.8 59 11.0

2015 5,052 236 3,975 305 536 2016 9.4 429 9.0 20 9.2 337 8.9 9.0 48 9.3

2016 4,779 217 3,780 268 514 2017 9.4 496 10.3 32 13.4 382 10.0 10.2 50 11.0

2017 4,837 239 3,829 313 456 2018 9.4 467 10.3 21 9.9 360 10.0 9.3 62 12.7

2018 4,559 212 3,600 258 489 2019 9.4 477 11.2 18 9.5 370 10.9 11.3 62 14.1

2019 4,270 190 3,403 238 439 2020 9.2 386 9.5 17 8.3 311 9.5 10.2 36 9.2

2020 4,082 204 3,272 216 390 2021 9.4 410 10.0 19 12.0 326 9.8 9.5 42 11.4

2021 4,090 158 3,320 243 369 2022 9.4 344 9.2 

2022 3,721 ■低出生体重児の内訳（人口動態統計） （人）／（％）

全国（％） 高知県 安芸圏域 中央圏域 幡多圏域

●出生率（人口動態統計） （対千人） H22 0.3 19/0.3 1/0.4 17/0.4 1/0.2

全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 H30 0.3 19/0.4 3/1.4 14/0.4 2/0.4

2015 8.0 7.0 4.9 7.5 5.5 6.2 R元 0.3 15/0.4 1/0.5 12/0.4 2/0.5

2016 7.8 6.7 4.6 7.3 4.9 6.1 R2 0.3 11/0.3 -/- 8/0.2 2/0.5

2017 7.6 6.8 5.2 7.4 5.9 5.5 R3 0.3 14/0.3 3/1.9 10/0.3 1/0.3
2018 7.4 6.5 4.7 7.0 5.0 6.0 R4 0.3 11/0.3
2019 7.0 6.2 4.3 6.7 4.7 5.5 H22 0.8 46/0.8 3/1.1 37/0.9 5/0.8
2020 6.8 5.9 4.7 6.4 4.3 4.9 H30 0.7 54/1.2 3/1.4 42/1.2 8/1.6
2021 6.6 6.0 3.7 6.5 5.0 4.7 R元 0.7 31/0.7 1/0.5 26/0.8 4/0.9
2022 6.3 5.5 R2 0.7 38/0.9 1/0.5 33/1.0 3/0.8

R3 0.8 35/0.9 3/1.9 28/0.8 2/0.5
R4 0.7 37/1.0
H22 9.6 578/10.5 24/8.7 438/10.3 82/13.1
H30 9.4 467/10.2 21/9.9 360/10.0 62/12.7
R元 9.4 477/11.2 18/9.5 370/10.9 62/14.1
R2 9.2 386/9.5 17/8.3 311/9.5 36/9.2
R3 9.4 410/10.0 19/12.0 326/9.8 42/11.4
R4 9.4 344/9.2

正常分娩 高次周産期医療提供施設 総合・地域周産期母子医療センター 療養・療育支援

H22.4

H29.4 0

R2.4 5

R5.4 10

9

H22.4（13診療所）

H29.4（10診療所） アドバンス助産師 新生児集中ケア認定看護師

R2.4（6診療所） 21 4

R5.4（5診療所） 34 3

40 2

小児科医師数 新生児診療担当医師

（新生児診療担当） －

小児科医師数 2

（新生児診療担当） －

小児科医師数 1

（新生児診療担当） 1 年　度 交付数

小児科医師数 1 H22 551

（新生児診療担当） 2 H23 540

7 H24 529

H25 531

H26 509

H22.4 H27 495

H29.4 H28 487

R2.4 H29 473

R5.4 H30 460

R元 444

R2 429

H22.4（13診療所） R3 416

H29.4（10診療所） R4 420

R2.4（6診療所)

R5.4（5診療所)

H24.9 H28 R4

有する病院数 3病院（中央圏域） 3病院（中央圏域） 3病院（中央圏域）

病床数 18床 24床 24床

H24.9 H28 R4

１（中央圏域） 有する病院数 2病院（中央圏域） 2病院（中央圏域） 2病院（中央圏域）

１（中央圏域） 病床数 23床 27床 27床

１（中央圏域）

0

0 H24.9 H28 R4

有する病院数 1病院（中央圏域） 1病院（中央圏域） 1病院（中央圏域）

5施設（中央圏域） 病床数 3床 3床 3床

5施設（中央圏域4施設、安芸圏域1施設）

高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

33 

24 

32 

24 

27 

22 

23 

（未確定）

（未確定）
高幡圏域

-/-

-/-

-/-

1/0.5

-/-
（未確定）

1/0.3
1/0.4
-/-

（未確定） 1/0.5
2/0.8

（未確定）
34/9.7
24/9.3
27/11.3
22/10.2
23/9.5

（未確定）

●医療型障害児入所施設（重症心身障害児施設）の数

小児外科
専門医

周産期（新生児）
専門医

県
計

安芸
圏域

中央
圏域

高幡
圏域

幡多
圏域

H24.5 4 - 3 - 1

H30.6 3 - 2 - 1

R3.5 3 - 2 - 1

R5.9 3 - 2 - 1
H22.4

H29.4

R2.4

R5.4

超低出生体重児数／出生割合

極低出生体重児数／出生割合

低出生体重児数／出生割合

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
病
院
や
医
療
従
事
者
の
充
実
度
）

プ
ロ
セ
ス

（
医
療
や
看
護
の
内
容
）



周産期医療の医療体制構築に係る現状把握のための指標 ●国の作成指針で示された項目　　　■県独自で追加した項目

●合計特殊出生率（人口動態統計） ●■取り扱い分娩件数、経膣分娩数及び帝王切開数の内訳、早産数（実績 県医療政策課）

全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

2015 1.45 1.51 1.49 1.50 1.66 1.67 総数 正常分娩 吸引・鉗子 総数 予定 緊急

2016 1.44 1.47 1.51 1.47 1.56 1.78 H21 2,709 1,960 1,785 175 749 492 257 255 9.4%

2017 1.43 1.56 1.82 1.54 1.89 1.70 H28 2,960 2,089 1,894 195 871 527 344 249 8.4%

2018 1.42 1.48 1.70 1.50 1.67 1.90 R元 2,635 1,539 1,208 331 950 516 434 258 9.8%

2019 1.36 1.47 1.64 1.46 1.71 1.81 R4 2,794 1,854 1,601 253 933 505 424 224 8.0%

2020 1.33 1.43 1.63 1.41 1.41 1.43 H21 2,892 2,332 1,747 585 560 296 264 110 3.8%

2021 1.30 1.45 1.26 1.46 1.63 1.46 H28 2,298 1,808 1,547 261 490 247 243 33 1.4%

2022 1.26 1.36 R元(※) 1,422 1,147 978 169 276 144 132 17 1.2% ※年度途中で休止した１施設分含まず

R4 1,172 929 743 186 243 144 99 16 1.4%

＊人口10万人当たりの分娩数：744.6件(H28) → 594.6件(R元)→591.1件(R4)

●■ＮＩＣＵ入院児数（実人数，延人数）１日あたりの入院数、稼働率（実績 県医療政策課） ●ＮＩＣＵ・ＧＣＵの長期入院児の状況（県医療政策課）

●産後訪問指導（新生児）を受けた割合（地域保健・健康増進事業報告） H22.4.1現在 H29.4.1現在 R2.4.1現在 R5.4.1現在

＊新生児（未熟児含む）訪問数／出生数×100 （％） 12 8 7 7 母体搬送 新生児搬送

全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 H21 18 332 5,626 15.4 85.6% 3 5 0 1 H28 24 8

2015 30.9 38.1 69.9 27.9 75.4 78.5 H28 24 409 6,602 18.0 75.2% 0 1 1 0 R元 21 3

2016 30.2 37.5 72.8 27.2 83.6 73.5 R元 24 533 7,599 20.8 86.7% R4 19 1

2017 30.6 32.6 107.5 26.3 91.4 81.1 R4 24 376 6,102 16.7 69.7%

2018 29.4 27.4 92.5 27.0 98.4 83.0 ＊人口10万人当たりのＮＩＣＵ入院児数：57.9人(H28) → 78.1人(R元)→ 56.0人(R4) ●■母体搬送数（県医療政策課）

2019 29.5 39.4 96.8 32.1 60.5 86.3 ＊出生千人当たりのＮＩＣＵ入院児数：85.6人(H28) → 124.8人(R元)→ 101.0人(R4) H23 H28 R元 R4

2020 26.9 37.8 82.8 28.0 64.8 81.8 ■総合・地域周産期母子医療センター病床稼働状況（実績 県医療政策課） 22 21 18 16 

2021 27.9 36.5 90.5 26.0 62.1 91.6 99 55 63 39 

ＭＦＩＣＵ ＮＩＣＵ ＧＣＵ ＮＩＣＵ ＧＣＵ 1 0 1 3 

H23 84 157 237 122 76 82 58 

H30 65 214 61 104 175

R元 59 373 127 99 258 ●■新生児搬送数（県医療政策課）

R4年度 107 225 35 110 281 H23 H28 R元 R4

H23 9.2 20.5 12.3 4 15 13 10

H30 34.1 17.9 11.6 40.1 9.2 26 27 32 27

R元 16.5 16.7 11.5 26.9 11.4 8 5 3 3

R4年度 12.5 15.7 6.7 15.9 9.1 38 47 48 40

H23 97 172 104

H30 104 354 30 319 32

R元 102 297 154 365 105

R4年度 32 360 69 116 116

H23 74.3% 100.2% 73.0%

H30 86.8% 89.2% 56.7% 83.0% 63.9%

R元 75.3% 92.9% 44.5% 81.1% 67.2%

R4年度 43.4% 81.7% 13.0% 53.3% 58.2%

■新生児死亡数（早期新生児死亡数）（人口動態統計） （人） ■周産期死亡数（妊娠満22週以後の死産数）（人口動態統計） （人） ●乳児死亡率（人口動態統計） （出生千対）

高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域

2015 2(2) - 1(1) - 1(1) 2015 18(16) 1(1) 12(11) 1(1) 4(3) 2015 1.9 1.6 - 1.5 - 3.7 

2016 2(2) - 2(2) - - 2016 14(12) - 9(7) 3(3) 2(2) 2016 2.0 1.9 9.2 1.6 - 1.9 

2017 4(4) - 4(4) - - 2017 18(14) - 17(13) 1(1) - 2017 1.9 2.1 - 2.6 - -

2018 3(3) - 3(3) - - 2018 21(18) - 18(15） 1(1) 2(2) 2018 1.9 1.1 - 1.4 - -

2019 6(6) 1(1) 5(5) - - 2019 17(11) 1(0) 14(9) - 2(2) 2019 1.9 2.6 5.3 2.9 - -

2020 4(3) - 3(2) 1(1) - 2020 14(11) - 8(6) 2(1) 4(4) 2020 1.8 2.7 - 2.4 9.3 2.6 

2021 5(4) - 5(4) - - 2021 15(11) - 12(8) 2(2) 1(1) 2021 1.7 2.0 6.3 2.1 - -

2022 7(7) - 7(7) - - 2022 14(7) - 13(6) 1(1) - 2022 1.8 2.4 

●新生児死亡率（人口動態統計） （出生千対） ●周産期死亡率（人口動態統計） （出産千対） ●幼児死亡率（人口動態統計）※1歳～4歳の死亡率＝1歳～4歳の死亡数/1歳～4歳の人口×10万

全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 全国 高知県 安芸圏域 中央圏域 高幡圏域 幡多圏域 全国 高知県 死亡数（人）

2015 0.9 0.4 - 0.3 - 1.9 2015 3.7 3.6 4.2 3.0 3.3 7.5 2015 19.4 30.0 6 

2016 0.9 0.4 - 0.5 - - 2016 3.6 2.9 - 2.4 11.2 3.9 2016 17.7 34.3 7 

2017 0.9 0.8 - 1.0 - - 2017 3.5 3.7 - 4.4 3.2 - 2017 17.8 15.0 3 

2018 0.9 0.7 - 0.8 - - 2018 3.3 4.6 - 5.0 3.9 4.1 2018 16.8 25.3 5 

2019 0.9 1.4 5.3 1.5 - - 2019 3.4 4.0 5.3 4.1 - 4.6 2019 17.5 26.5 5 

2020 0.8 1.0 - 0.9 4.6 - 2020 3.2 3.4 - 2.4 9.3 10.3 2020 12.8 33.6 6 

2021 0.8 1.2 - 1.5 - - 2021 3.4 3.7 - 3.6 8.2 2.7 2021 13.8 16.5 3 

2022 0.8 1.9 2022 3.3 3.8 

●死産率（自然死産率／人工死産率）（人口動態統計） （出産千対）

2015 39人 3.8 - - 2015
2016 34人 3.4 - - 2016
2017 33人 3.4 - - 2017
2018 31人 3.3 - - 2018
2019 29人 3.3 - - 2019
2020 23人 2.7 - - 2020
2021 21人 2.5 - - 2021
2022 33人 4.2 - - 2022

正常分娩 高次周産期医療提供施設 総合・地域周産期母子医療センター 療養・療育支援

経膣分娩数（再掲） 帝王切開数（再掲）

30日～半年未満の入院児数

半年～１年未満の入院児数

１年以上の入院児数

高次病院⇒高次病院

総合周産期母子医療センター 地域周産期母子医療センター 一次施設⇒高次病院

県外搬送

合　　計

高次病院⇒高次病院

一次施設⇒高次病院

県外搬送

合　　計

（未確定）

（未確定） （未確定）

●■妊産婦死亡数（妊産婦死亡率）（人口動態統計）（出産10万対）

全国 高知県 全国（率） 高知県（率） 高知県（実数）（胎）

22.0(10.6/11.4) 21.5(10.7/10.9) 111(55/56)
21.0(10.1/10.9) 21.7(9.6/12.1) 106(47/59)
21.1(10.1/11.0) 20.5(9.3/11.1) 101(46/55)
20.9(9.9/11.0） 22.5(11.1/11.4） 105(52/53）
22.0(10.2/11.8) 19.1(6.9/12.2) 83(30/53)
20.1(9.5/10.6) 18.3(7.9/10.3) 76(33/43)
19.7(9.8/9.9) 19.9(9.3/10.5) 83(39/44)
19.3(9.4/9.9) 19.2(5.5/13.7) 73(21/52)

分娩数 早産数 早産の割合

高次施設（７病院）

一次施設
(13→10→6→5診療所)

●搬送受入困難件数
 （NICUを有する病院）
   (県医療政策課）

病床数 入院児実数 入院児延数
１日あたり
入院児数

稼働率

年間利用実
人員（人）

平均入院
期間（日）

最大入院
期間（日）

病床利用率
（％）

プ
ロ
セ
ス

（
医
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や
看
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の
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容
）
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ト
カ
ム

（
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の
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果
）



救急医療の医療体制構築に係る現状把握のための指標　　　　●国の作成指針で示された指標　　　■県独自で追加した指標

●救急救命士の数（R4.4時点）　（令和４年版 救急・救助の現況） ●救命救急センターの数（県調べ）(令和５年８月現在） ●二次救急医療機関の数 (令和５年４月現在）　県調べ ●初期救急医療体制に参画する病院の数

高知県 安芸 中央 高幡 幡多 高知県 安芸 中央 高幡 幡多 高知県 安芸 中央 高幡 幡多

320 41 170 51 58 3 0 3 0 0 12 1 7 1 3

●AEDの設置台数（一般財団法人日本救急医療財団　AED設置場所検索）　　令和５年８月現在/3,640台　　 ■ドクターヘリ・ドクターカー出動件数(県調べ) R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 R2.4 R3.4 R4.4 R5.4 （令和２年度医療施設調査）

●住民の救急蘇生法講習の受講率（R3）　(令和４年版　救急・救助の現況）（R3）33.8人/１万人当たり 高知県 41 41 41 41 17 17 17 17 ※　３年毎の静態調査

●救急医療協議会開催回数　　（R3) １回→（R4) ０回→（R5）１回 安芸 3 3 3 3 3 3 3 3

●救急救命士が同乗している救急車の割合（R4.4.1現在）（令和４年版　救急・救助の現況） 令和３年度 631 372 110 149 中央 32 32 32 32 ※5 ※5 ※5 ※5

救急隊総数 常時運用隊数 比率 全国 ※（　）内はR3.4.1の数値 令和４年度 587 399 106 82 高幡 3 3 3 3 5 5 5 5

48（48） 44（43） 91.7%（89.6%） 93.2％（92.8%） 幡多 3 3 3 3 9 9 9 9

●救急車の稼働台数　（令和４年版　救急・救助の現況）　（R4.4.1時点）73台 令和３年度 令和４年度

●救急車による傷病程度別救急患者搬送人員（R3）　（令和４年版　救急・救助の現況） ※（）内はR2の数値 63 110

死亡 重症 中等症 軽症 その他 計 120 122

件数 635（633） 5,659（5,553） 14,863（14,512） 15,858（15,158） 154（191） 37,169（36,047） ※R2→R3　軽症者700人増 100 117

％ 1.7（1.8） 15.2（15.4） 40.0（40.3） 42.7（42.1） 0.4（0.5） 100（100） 283 349

全国％ 1.5（1.5） 8.5（8.7） 45.2（44.3） 44.8（45.6） 0.0（0.0） 100（100）

●救急出場件数及び搬送人員の推移（救急・救助の現況） ■救命救急センター救急車搬送人員数と重篤患者数（令和３年度）

令和２年 令和３年 重篤患者数 割合（％）

救急出場件数 39,022 40,212 ※R2→R3 1,190人増 987（1,223） 17.5（20.0）

搬送人員 36,047 37,169 ※R2→R3 1,122人増 774（1,144） 27.9（28.5）

■情報提供体制（救急医療情報センター調べ） 1,567（1,772） 24.8（28.0）

■インターネット閲覧状況 （三病院救命救急センター連絡協議会資料）

令和４年度 ※（）内はH29の数値

207,827

■電話照会件数

令和４年度

総件数 44,076

小児科 12,333

内科 15,781

整形外科 4,594

■救急告示病院の応需情報入力率（令和４年度）

入力率 医療機関数

80%以上 40

60%以上80%未満 0

30%以上60%未満 0

30%未満 1

●心肺機能停止傷病者全搬送人員のうち、一般市民により除細動が実施された件数　（救急・救助の現状） ●高知県の救命救急センターの充実度評価Aの割合（令和４年度評価）

令和３年 Ａ（Ａ）

7 Ａ（Ａ）

Ａ（Ａ）

■ＪＰＴＥＣ（病院前外傷教育研修）受講人数（県調べ） 100%（100％） 高知県 533 69 13%

年度 令和４年 ※（）内はH23年の数値 中央 402 56 14%

受講人数 19 安芸 34 5 15%

■救急搬送のうち救命救急センターへの搬送割合(転院搬送除く)　（救急搬送における医療機関の受入れ状況等実態調査） 高幡 39 - 0%

■医療機関への収容所要時間別搬送人員（R3）　（令和４年版　救急・救助の現況） ※（　）内はR2の数値　 令和２年 令和３年 幡多 58 8 14%

31,806 32,715 全国 102,612 13,872 14%

12,298 13,223 令和２年度医療施設調査（３年毎の静態調査）

38.7 40.4 

人数 23,604（22,748） 1（4） 755(806) 6,865（6,402） 14,890（14,357） 1,061（1,134） 32（40）

割合 100%（100％） 0.0%（0.0％） 3.2％（3.5％） 29.1%（28.1%） 63.1%（63.1%） 4.5%（5.0％） 0.1%（0.2％）

人数 13,565（13,299） 0（2） 21（23） 820（802） 9,017（8,881） 3,554（3,454） 153（137）

割合 100%（100％） 0.0%（0.0％） 0.2%（0.2％） 6.0%（6.0%） 66.5%（66.8%） 26.2%（26.0%） 1.1%（1.0%）

■救急車の現場到着所要時間（分）(消防本部別）　　（救急年報、救急・救助の現況）

全国平均 県平均 室戸市 中芸 安芸市 香南市 香美市 南国市 嶺北 高知市 仁淀 高吾北 土佐市 高幡 幡多中央 幡多西部 土佐清水

令和３年 9.4 9.5 12.6 9.9 10.7 9.0 8.0 9.8 13.8 9.1 7.9 11.2 6.7 9.6 10.4 10.6 10.2 

●救急車で搬送する病院が決定するまでに、要請開始から30分以上、あるいは４医療機関以上に要請を行った件数、及び全搬送件数に占める割合（受入れ困難事例）

現場滞在時間区分ごとの件数(重症以上）(R3)　（令和３年中　救急搬送における医療機関の受入状況実態調査）　※（　）内はR2の数値　

■医療機関に受入の照会を行った回数ごとの件数（重症以上）(R3)　（令和３年中　救急搬送における医療機関の受入状況実態調査）　※（　）内はR2の数値　

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

18（22） 15（2） 5（2） 3（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

●救急車の病院収容時間(分)　（救急・救助の現況） ■管外搬送件数及び搬送率の推移　（救急・救助の現況）

令和３年 令和３年

県平均 42.0 管外搬送件数 13,565

全国平均 42.8 管外搬送率 36.5%

■病院収容時間(分)と管外搬送率（消防本部別）　（救急年報、救急・救助の現況）

全国平均 県平均 室戸市 中芸 安芸市 香南市 香美市 南国市 嶺北 高知市 仁淀 高吾北 土佐市 高幡 幡多中央 幡多西部 土佐清水

令和３年 42.8 42.0 69.2 54.4 44.6 44.3 45.3 36.6 52.5 35.7 42.0 53.5 39.3 53.7 46.3 40.2 49.7 

R3管外搬送率(%) 17.4 36.5 99.3 76.6 29.2 84.9 86.8 59.3 46.4 5.7 81.8 56.3 59.2 53.3 74.0 2.3 35.2 

一般市民により心肺機能停止の時点が目撃された心原性の心肺機能停止症例の一か月後の予後

病院前救護 第三次救急医療 第二次救急医療 初期救急医療 救命期後医療

ドクターカー出動回数

高知赤十字病院

高知医療センター

近森病院

合計

年間受入救急車搬送人員

高知赤十字病院 　　5,637（6,104)

高知医療センター 2,770（4,013）

近森病院 6,311（6,664）

構成比

97.6%

0.0%

0.0%

2.4%

●一般診療所のうち、初期救急医療に参画する機関の割合　　　　　　

高知赤十字病院

高知医療センター

近森病院

充実度評価Aの割合

所要時間 全体（人）

救命救急センター（人）

搬送割合（％）

15分未満
15分以上
30分未満

30分以上
45分未満

45分以上
60分未満

60分以上
90分未満

90分以上
120分未満

120分以上
150分未満

150分以上 合計 30分以上 割合 全国

2,790（2,540） 1,977（2,042） 155（214） 24（21） 6（14） 1（4） 0（0） 1（0） 4,954（4,835） 187（253） 3.8%（5.2%） 7.7%（6.1%）

1 2 3 4 合計 4件以上 割合 全国

4,002（4,066） 532（604） 185（198） 75（60） 4,835（4,954） 116（86） 2.4%（1.7％） 3.0%（4.3%）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●心肺機能停止患者の一か月後の予後　（救急・救助の現況）

令和２年 令和３年 令和３年全国

目撃者 107人 101人 26,500人

　　生存者数　／　生存率 14人／13.1％ 11人／10.9％ 2,944人／11.1％

社会復帰者数　／　復帰率 8人／7.5％ 7人／6.9％ 1,838人／6.9％

救急告示病院・診療所
病院群輪番制

（※は三次含む小児科のみ）

ドクヘリ 出動件数 現場搬送 施設間搬送
フライトキャン

セル

●緊急入院患者にお
ける隊員調整・支援
の実施件数→把握不

可一般診療所総
数

在宅当番医制
有

割合

合計
10分未満

10分以上
20分未満

20分以上
30分未満

30分以上
60分未満

60分以上
120分未満

120分
以上

管内搬送

管外搬送
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新興感染症を含む感染症の医療に係る現状把握のための指標 ●国の作成指針で示された指標　　■県独自で追加した指標

・確保病床数

R6

・対応可能医療機関数

・対応可能期間数

R6

・対応可能医療機関数

・医師

R6

・看護師

R6

・DMAT（医師、看護師、その他）（県外派遣可能数） ・DPAT（医師、看護師、その他）（県外派遣可能数） ・災害支援ナース

新興感染症を含む感染症の医療に係る現状把握のための指標

●入院医療（病床数）

確保病床数 うち、重症者 うち、透析患者 うち、妊産婦

●発熱外来（病床数）

R6

●自宅・宿泊施設・高齢者施設での療養者等への医療

●後方支援（感染症から回復後に転院受け入れが可能な医療機関）

R6

●派遣可能な医療人材

感染症医療担当従事者 うち、県外派遣可能 感染症予防業務 うち、県外派遣可能

感染症医療担当従事者 うち、県外派遣可能 感染症予防業務 うち、県外派遣可能

R6 R6 R6

●個人防護具を２ヶ月分以上備蓄している医療機関数

R6

●国、県及び高知市若しくは医療機関が実施する当該研修・訓練に医療従事者等を参加させる回数

R6

●感染対策向上加算（１．２．３）・外来感染対策向上加算届出医療機関

直近値 R6
加算１ 10

加算２ 14
加算３ 31
外来 49

■１類、２類（結核以外）感染症発生数

R4 R11
0

■全結核り患率（人口10万人当たり）

R4 R11
8

■肝炎ウイルス陽性者の精密検査受診率

R4 R11
77.8%

■HIV検査受検者数・相談件数

R4 R11
受検者数 259
相談件数 70

※感染症法に基づく「医療措置協定」は、令和６年４月１日付の締結である
   ため、本計画の作成時点では現状値を空欄としています。

医療機関
（病院・診療所）

薬局 訪問看護事業所
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